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・あつまるねっと×ふるさと教育 

・ラジオ体操チャレンジ結果発表 

・英会話教室／社会教育事業中止 

・ALT紹介 

・ゲーム依存に注意 

・厚真町を襲った津波・堆積物 

・定例教育員会/学校プール利用案内 

・図書室だより 

・放課後子ども教室活動紹介 

【あつまるねっと申込み・問い合わせ 】 
厚真町教育委員会 社会教育グループ ☎27-2495 

 

  

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

両事業の推進に向けて、地域と学校がタッグを組み、様々な取組が動き出しています。これらの取

組によって、地域全体で子どもたちを育んでいこうとする気運が今後一層、広がっていくことが期待

されます。 

「あつまるねっと」は、地域学校協働本部とい

い、地域と学校がパートナーとなって、厚真町の

子どもたちの学びと育ちを応援する仕組みです。

「子どもたちのために何かしたい！」「子どもた

ちの教育活動を通して、活動の幅を広げたい！」

という気持ちのある方であれば、どなたでも参加

できます。 

 バケツ稲や学校の畑整備、ハスカップ栽培等

を進めています。これらの取組には、保護者や

専門的な知識を持った方に力を借りました。 

 昨年から本格的に進めている「冒険の杜整備

事業」では、木材の管理や制作、管理業務をお

願いしています。 

 「ふるさと教育」とは、小学校１年生から中学

校３年生までの９年間で、厚真町のことを深く学

び、つなぐ力、拓く力を身に付けた「厚真の未来

を語れる子」の育成を図る教育活動です。厚真町

が推進している小中一貫教育の柱の一つで、この

取組を通して、地域理解だけではなく地域の課題

解決に、子どもたち自らが当事者意識をもって関

われるようになることを目指しています。 
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始まりました、英会話教室！ 

―Enjoy English！― 

 

【日時】６月２４日（水）～７月２９日（水）までの毎週水曜日 

    初級クラス１７：３０～１８：３０ 上級クラス１８：３０～１９：３０ 

【場所】青少年センター図書室 

【内容】外国のことを知ろう、様々な場面で使う英会話 等 

【その他】下記の留意事項をご確認ください。 

① マスクの着用 

② 手洗い、手指アルコール消毒の徹底 

③ 十分な距離をとっての開催 

④ 体調が悪い場合は参加を控える 

 新型コロナウイルスの影響を受け、延期していた英会話教室が６月２４日（水）から始まりまし

た。６月１日（月）から着任したジェイク先生と一緒に英会話を楽しみましょう！ 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、今年度の下記事業は中止とすることが決まりましたの

で、お知らせいたします。その他の事業につきましては、時期を見て詳細をお知らせします。 
（令和２年６月１９日現在） 

７月２８日（火） 「子ども教育委員会」 

８月２３日（日） 「第２０回集まリンピック（第５５回町民体育祭）」 

８月２４日（月） 「児童生徒芸術鑑賞会」 

 

🔶ラジオ体操チャレンジ結果発表🔶 
 

【問い合わせ】 

教育委員会社会教育グループ 

☎27‐2495 

 

休校中の運動不足解消！ 

 

教育委員会では、５月１１日（月）～３１日

（日）までの間、臨時休校中の児童生徒の運動

不足解消と健康的な生活習慣づくりとして、毎

日ラジオ体操を行う「ラジオ体操チャレンジ」

を実施しました。このチャレンジに成功した児

童生徒は、厚真中央小学校３５人、上厚真小学

２８人、厚真中学校１８人、厚南中学校３人、

合計８４人でした。 

ラジオ体操は約３分。１日たった３分でも、

毎日続けることは難しいことです。一生懸命取

り組んだ皆さん、本当にお疲れさまでした。取

組に成功した皆さんには、学校を通じて賞状と

景品をお渡ししました。 

「毎
日
少
し
ず
つ 

そ
れ
が
な
か
な
か
で
き
ね
ぇ
ん
だ
な
ぁ
」 

相
田
み
つ
を
「人
間
だ
も
の
（一
九
八
四
年
）」 
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６月１日付けで新しい外国語指導助手のジ

ェイコブ・ロビンス先生が着任されました。先

生はイギリス出身の３４歳。前職では、日本や

海外のスキーリゾートに勤務されていました。 

～ジェイコブ先生からメッセージ～ 
私はジェイコブといいます。「ジェイク」

と呼んでください。 
英語と日本語が少し話せます。趣味はスケ

ートボードとスノーボードです。実は厚真町
に 2014～2017 年の 3 年間住んでいたの
で、また皆さんに会えるのが楽しみです。 
気軽に声をかけてくださいね！ 

 

 

 

 

～マティアス先生からメッセージ～ 
私はマティアス・ルンブラードです。「マテ

ィアス」と呼んでください。 
英語とスウェーデン語と少し日本語が話せ

ます。今一番大好きなのは娘のオリヴィア！ス
キーや野外活動も大好きです。 
厚真町ですでに素敵な人達に出会うことが

できて、働くのが楽しみです。妻と娘もここを
気に入っていて、私もうれしいです。長く住み
たいなと思っています。 

５月２５日付けで新しい外国語指導助手のマ

ティアス・ルンブラード先生が着任されました。

先生はスウェーデン出身の４７歳。厚真に来る前

は、兵庫県で ALTとして勤務されていました。 

 

北海道では平成 29年 3月 31日に、道民の皆さんに、北海道の歴史・文化等について理解と関心を

深め、北海道の価値を改めて認識し、道民であることを誇りに思う心を育むことで、豊かな北海道を築

いていく契機とするため、「北海道みんなの日条例」を制定し、毎年７月１７日を「北海道みんなの日」

として設定しています。北海道内の市町村で様々な取組が行われますので、ぜひ調べてみてください。 

【2020マナビィカレンダーに関するお詫びと訂正】 

2020年 6月及び 2020年 12月ページの右上の「翌月カレンダー」の日付に誤りがありました。ご迷惑をおかけして大変

申し訳ありませんでした。 

心配な方は、右のＱＲコードから「ゲーム依存にならないために」をご覧ください。  

正常な範囲でのゲーム使用 ちょっとした楽しみ。勉強や睡眠時間に影響なし。 

依存・病気レベルの使用 生活の中心がオンラインゲーム。睡眠障害等の生活への支障。 

「子どものゲーム依存のほとんどは、自覚がなく、家族がやめさせることはとても難しくなります。」 

「依存になった子どもは、親の注意や忠告ではやめません。むしろ反抗的な態度をとります。」 

少し心配なグレーゾーンの使用 ちょっとやりすぎている。勉強よりもゲームが優先。 
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次のとおり、一般の方に厚真中央小学校と上厚

真小学校のプールを開放します。お気軽にご利用

ください。 

期 間 ７月１６日【木】～９月５日【土】 

ただし、８月１３日【木】～１８日【火】       

は学校閉庁日、水の入れ替えのため、閉

鎖します。 

時 間 平 日       １４時～１７時 

     土日祝日夏休み １０時～１７時 

      （１２時から１３時まで昼休み） 

問合せ 教育委員会学校教育グループ 

      ☎27-2494 

※今年度、夏季休業中の水泳教室は実施しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２８日に開催された定例教育委員会の会議内

容についてお知らせします。 

 

◆報告事項 

令和元年度標準学力調査の結果について/厚真町

小中一貫教育推進委員会について/５月の校長会・

教頭会について/新型コロナウイルスの影響で中止が

決定した社会教育事業について 

 

◆議案 

令和２年度厚真町育英資金の貸付（早期貸付）につ

いて／教育委員会事務局職員の懲戒等の処分につ

いて 

 

◆協議事項 

厚真町教育振興基本計画（後期）について 

 

◆その他 

厚真中学校におけるふるさと教育の取組について 

分散登校の状況・学校再開等について 

 

★問合せ 

教育委員会学校教育グループ ☎27-2494 

５月定例教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上：2011年 3月 11日の津波遡上 

（濃い灰色は 2011年津波浸水域） 

右：厚真川津波遡上堆積物標本 

 海底で大きな地震が発生すると津波が発生し、気象庁が３分以内に津波注意報や警報を発表します。

厚真町では 2011年 3月 11日の東日本大震災で 2.5ｍ以上の津波が観測されています。実際は検潮所が

津波によって破損し、詳細は記録されませんでしたが、その後の痕跡調査から約 3.5ｍの津波が襲来し、

厚真川を約 6kmさかのぼり上厚真大橋の下を通過 

していたことがわかりました。このほかにも苫小 

牧市弁天地区やむかわ町汐見地区の標高約８ｍの 

崖面には、今から約 400年前の大津波が運んだ海 

砂の堆積物が残っており、過去にも大きな津波が 

押し寄せたことがわかっています。 

軽舞遺跡調査整理事務所には、厚真川をさかの 

ぼった津波が運んだ海の砂の堆積標本や当時の写 

真を展示しています。「災害は忘れたころにやっ 

てくる」や「人は忘れる生き物」という名言があ 

りますが、東日本大震災を知らない世代に事実や 

記録を伝え、大切な命を守るための防災意識を高 

めるための大切な展示資料となっています。 

この機会に厚真町で発行している津波や洪水の 

ハザードマップを家族の皆さんで確認してみては 

いかがでしょうか。 
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青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－３９７７（土日） 

  夏を楽しく過ごせる本 

 

 
７月の休館日 
 
 ２３日（木） 海の日 
２４日（金） スポーツの日 

 

■青少年センター図書室開館時間 

 午前９時から午後５時（月・水・金・土・日） 

 午前９時から午後７時（火・木） 

■厚南会館図書室 

 午前 9時から午後 5時（月～日） 

※毎月５日・20日が土日・祝日の場合は 

休館となります。 

7月のおはなしのびっこは、16日(木)10 時 3０分から  

場所は厚真子育て支援センターです。 

体力をつけて乗り切る 

医者が教える熱中症対策／エイムック 

★熱中症予防、応急処置、熱中症にかか

りにくくなるストレッチ、食事、冷房の使い

方を分かりやすく解説しています。本州に

比べれば涼しいとはいっても、気温が３０

度を超える日も何日かはあります。徐々に

暑さに強い体を手に入れましょう。 

柔らかい体のつくり方 

★ストレッチでむくみや冷えを解消しましょう。 

食事で乗り切る 

そうめん／満留邦子 

★めんつゆ、薬味の組み合わせで、そうめん

に飽きることなく夏を過ごせます。 

辛うま！燃焼レシピ／上島亜紀 

★暑い時に辛いもので食欲増進。 

アジアのサラダ／ワタナベマキ 

★いろいろな味が楽しめるアジアのサラダ。 

うどんを打つ 柴田書店 

夏つまみ／きじまりゅうた 

 

おばけの絵本で乗り切る 

おろしてください 

★有栖川有栖が書いた怖い絵本。電車に

乗る時は、切符をなくさないようにしましょ

う。 

まどのそと 

★俳優佐野史郎が書いた絵本。 

おばけのパンこうじょう 

★おばけのパン工場は新しい戦力を待ってい

ます！ 

作って乗り切る 

ピザ窯・パン窯の作り方 

★場所があれば自宅でいつでもピザが食べら

れます。 

ボトルアクアリウム 

★ガラス容器があれば、成長する小さな自

然を楽しむことができます。 

小屋入門 

★６畳ほどのスペースがあれば、小屋が建て

られます。 

司書おすすめ 
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 青々とした麦の穂が気持ちよく風に揺れ、水田に並ぶ苗も少しずつ背を伸ばす様子がうかがえます。

今年の夏は勢いよくスタートダッシュをかけたのか、６月の初めというのに気温が高い日が続きまし

たね。真夏日に迫った日には、水遊びが恋しくなり、水鉄砲を持ち出してしまいました。北海道の短

い夏を思う存分楽しめる日が、たくさんあることを期待したいところです。 

 新型コロナウィルス感染拡大防止のための緊急事態宣言解除を受け、２度目の臨時休校が明けまし

た。通常登校が始まって１週間後の今月８日（月）から、放課後子ども教室も再開となりました。学

校運営時のガイドラインに基づき、子ども教室でも引き続き、感染防止対策を行ってまいります。 

 ６月前半のプログラムでは、水汲みリレーや自然物での借り物競争、缶けり、色オニやケイドロな

ど各種オニゴッコを実施しました。今月から新１年生の子ども教室への参加がスタート。本来であれ

ば５月からの予定でしたが、１か月遅れでのデビューとなりました。小さな体にはまだ大きく見える

ランドセルを背負って、元気いっぱいに体育館へやってきた子どもたち。受付の仕方や荷物の置き場

を確認し、２～３年生にならって遊び始めます。今年の１年生は上の学年に兄弟が多く、また、臨時

休校期間中に、子ども教室のスタッフが放課後児童クラブへお邪魔し、外遊びのサポートを行ってい

たこともあり、例年より落ち着いたコミュニケーションがとれています。１年生を迎えた２～３年生

は、先輩としての役割を果たそうと奮闘する子がいる一方、“真似をしてはいけません”と注意書きを

添えたくなるようなヤンチャな先輩もいて、なかなかににぎやかです。子ども教室、春（今年は初夏

ですね）の風物詩を、今年もしっかり味わわせてもらっています。高学年は久しぶりの再会を果たし

たせいか、終始、テンションの高さを保ったまま、思い思いの時間を過ごしていました。スタッフと

の関わりだけではなく、子どもたち同士で遊びを発展させられるチカラが身に付いてきたように思い

ます。 

 ６月といえば、例年、特別教室として田植えプログラムを実施していましたが、今年は子どもたち

の参加を見合わせ、スタッフで植えることになりました。子どもたちの声が響かない田んぼに寂しさ

を感じましたが、「稲刈りはみんなでやりたいね、そのために頑張ろうね！」と、前向きに考えるよう

スタッフ同士、声をかけ合いました。雨風、日照りに負けず、元気に成長してくれることを願います。 
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